
組合員
表彰

農
事
組
合
法
人

胡
四
王
み
ら
い
（
花
巻
市
矢
沢
）

代
表
理
事
　
中
島
　
一

経
営
お
よ
び
技
術
の
特
徴

　
平
成
６
年
よ
り
前
身
の
花
巻
市
水
稲
種
子
生
産

組
合
で
優
良
種
子
生
産
に
取
り
組
み
、
平
成
26
年

３
月
に
法
人
を
設
立
し
自
主
運
営
に
よ
る
種
子
乾

燥
調
製
施
設
を
建
設
。
種
苗
セ
ン
タ
ー
と
の
出
荷

契
約
数
量
を
毎
年
達
成
し
、
Ｊ
Ａ
管
内
の
ほ
か
県

内
外
の
水
稲
種
子
の
供
給
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
転
作
部
門
で
は
土
地
利
用
型
作
物
の
小
麦
、
大

豆
、
雑
穀
を
生
産
し
て
お
り
、
排
水
・
除
草
対
策

や
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
反
収
・
品
質

向
上
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
29
年
度

か
ら
は
育
苗
を
受
託
し
、
育
苗
後
の
遊
休
ハ
ウ
ス

を
有
効
活
用
し
て
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
栽
培
し
、
経
営

の
安
定
化
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。

功
績
お
よ
び
地
域
へ
の
影
響

　
転
作
部
門
を
担
っ
て
い
た
胡
四
王
生
産
組
合
を
平

成
27
年
に
統
合
し
、
農
地
中
間
管
理
事
業
を
活
用

し
な
が
ら
地
域
の
農
地
集
積
を
進
め
た
結
果
、
集

積
率
は
62
・
２
％
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
胡
四
王

地
区
に
隣
接
す
る
中
山
間

地
域
の
転
作
作
業
を
受
託

し
、
担
い
手
不
足
の
解
消

と
中
山
間
地
の
景
観
維
持

に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

瀬
川
　栄
一
（
北
上
市
二
子
町
）

経
営
お
よ
び
技
術
の
特
徴

　
経
営
は
二
子
さ
と
い
も
57
ａ
と
大
玉
ト
マ
ト
26

ａ
が
中
心
で
、
地
域
の
生
産
法
人
に
加
入
。
二
子

さ
と
い
も
の
連
作
障
害
対
策
と
し
て
、
生
産
法
人

と
連
携
し
、
米・大
豆・二
子
さ
と
い
も
の
ほ
場
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。大
玉
ト
マ
ト
は
、

平
成
14
年
よ
り
養
液
土
耕
栽
培
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
、
作
業
効
率
を
上
げ
な
が
ら
長
期
安
定
出
荷
に

向
け
た
経
営
の
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

功
績
お
よ
び
地
域
へ
の
影
響

　
良
質
生
産
を
行
い
な
が
ら
、
二
子
さ
と
い
も
の

多
収
技
術
や
良
品
安
定
の
た
め
の
培
養
苗
の
育
成
・

普
及
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
平
成
24
年
に

は
大
手
量
販
店
や
行
政
と
連
携
し
設
立
し
た
二
子

さ
と
い
も
推
進
研
究
会
に
お
い
て
「
フ
ー
ド
ア
ル
チ

ザ
ン
（
食
の
匠
）」
の
認
定
と
活
動
に
尽
力
し
た
ほ

か
、
平
成
27
年
か
ら
始
め
た
地
理
的
表
示
（
Ｇ
Ｉ
）

保
護
制
度
登
録
へ
の
推
進
活
動
に
お
い
て
は
、
生

産
者
の
取
り
ま
と
め
や
認
証
登
録
団
体
の
設
立
に

向
け
て
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

南
川
　信
一
（
西
和
賀
町
沢
内
）

経
営
お
よ
び
技
術
の
特
徴

　
経
営
は
リ
ン
ド
ウ
95
・
２
ａ
、
水
稲
１
７
８
・５
ａ
、

ユ
リ
栽
培
な
ど
の
ハ
ウ
ス
８
棟
、
西
和
賀
オ
リ
ジ
ナ

ル
リ
ン
ド
ウ
を
中
心
と
し
、
リ
ン
ド
ウ
の
育
種
は
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
西
和
賀
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
か
ら
委
託

を
受
け
、
育
種
ほ
場
20
ａ
と
育
種
・
育
苗
ハ
ウ
ス

２
棟
で
、
管
理
と
育
種
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ユ

リ
の
栽
培
は
高
品
質
を
維
持
し
、
地
域
の
模
範
と

し
て
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

功
績
お
よ
び
地
域
へ
の
影
響

　
花
き
生
産
や
西
和
賀
オ
リ
ジ
ナ
ル
リ
ン
ド
ウ
の

育
種
開
発
に
尽
力
し
、
仲
間
作
り
や
地
域
を
越
え

た
活
動
を
展
開
し
、
岩
手
県
の
花
き
振
興
に
貢
献
。

育
種
は
専
門
的
な
知
識
を
発
揮
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

リ
ン
ド
ウ
の
試
験
ほ
場
や
素
材
の
提
供
、
交
配
技

術
や
的
確
な
助
言
と
指
導
を
し
、
西
和
賀
オ
リ
ジ

ナ
ル
リ
ン
ド
ウ
「
錦
秋
の
風
」
が
「
２
０
１
６
い
わ

て
フ
ラ
ワ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
最
優
秀
賞
「
農
林
水

産
大
臣
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

地域農業の振興と農業協同組合の発展に尽くし、その功績が極めて顕著であって、
他の模範と認められた団体と個人を通常総代会の中で表彰しました。

ＪＡいわて花巻
組合員表彰受賞者

平
成
28
年
度

事
業
報
告

第
３
次
中
期
経
営
計
画
初
年
度

　
平
成
28
年
度
は
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
事

業
・
組
織
の
根
幹
に
関
わ
る
改
正
農
協

法
が
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
こ
と
や
、
政

府
の
規
制
改
革
会
議
の
過
剰
介
入
に
よ
る

「
農
協
改
革
に
関
す
る
意
見
」の
提
示
、
米

国
新
大
統
領
に
よ
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
か
ら
の
永
久

離
脱
表
明
に
伴
う
日
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
へ
の

動
き
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
農
業
・
Ｊ
Ａ
を

取
り
巻
く
環
境
は
大
き
な
転
換
期
を
迎

え
、
極
め
て
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
下
で

推
移
し
ま
し
た
。
ま
た
、
異
常
気
象
に
よ

る
自
然
災
害
が
発
生
す
る
中
、
昨
年
８
月

の
台
風
10
号
に
よ
り
、
管
内
で
は
遠
野
・

沿
岸
地
域
の
農
作
物
に
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
農
家
経
営
に
大
き
な
打
撃
を
受
け

ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
Ｊ
Ａ
の
自
己

改
革
取
組
事
項
を
踏
ま
え
た
第
３
次
中

期
経
営
計
画
の
初
年
度
と
し
て
、
掲
げ

た
基
本
目
標「
農
業
者
の
所
得
増
大
・
農

業
生
産
の
拡
大
」「
地
域
の
活
性
化
・
協

同
活
動
の
活
性
化
」「
結
び
つ
き
強
化
・

経
営
基
盤
強
化
」の
達
成
に
向
け
、
役
職

員
が
一
丸
と
な
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
消
費
者
の
信
頼
に
応
え
、
安
全
・
安

心
な
農
畜
産
物
を
持
続
的
・
安
定
的
に

供
給
す
る
地
域
農
業
を
支
え
、
組
合
員

の
農
業
所
得
確
保
・
増
大
を
支
え
る
姿

を
目
指
し
、
以
下
の
７
項
目
を
重
点
に

活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
販
売
事
業
で
は
、
米
卸
や
実
需
者

か
ら
指
定
さ
れ
る
産
地
の
確
立
を
目
指

し
、
継
続
し
て
米
集
荷
２
０
０
万
袋
運

動
に
取
り
組
ん
だ
ほ
か
、
第
二
次
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
倍
増
運
動
を
は
じ
め
、
一
億

円
販
売
園
芸
団
地
の
推
進
や
地
域
特
性

を
生
か
し
た
重
点
品
目
野
菜
な
ど
を
核

と
し
た
園
芸
生
産
の
拡
大
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

　
販
売
品
販
売
高
合
計
は
２
３
８
億

48
百
万
円
で
、
前
年
・
計
画
以
上
の
実

績
と
な
り
ま
し
た
。

　
総
合
事
業
を
通
じ
て
地
域
の
生
活
イ
ン

フ
ラ
機
能
の
一
翼
を
担
い
、
協
同
の
力
で

豊
か
で
く
ら
し
や
す
い
地
域
社
会
の
実
現

に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
以
下
の
２

項
目
を
重
点
に
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
農
家
組
合
・
青
年
部
・
女
性
部
と
の

連
携
に
よ
り
、
１
支
店
１
協
同
活
動
や
ふ

れ
あ
い
プ
ラ
ン
な
ど
く
ら
し
の
活
動
を
通

じ
て
、
組
合
員
・
地
域
住
民
と
の
結
び
つ

き
強
化
を
図
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

活
性
化
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
組
合
員
・
地
域
住
民
と
の
結
び
つ
き
を

深
め
、
食
と
農
を
基
軸
と
し
て
地
域
に
根

ざ
し
た
信
頼
さ
れ
る
協
同
組
合
と
し
て

存
立
し
て
い
る
姿
を
目
指
し
、
以
下
の
２

項
目
を
重
点
に
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
施
設
整
備
に
お
い
て
は
、
高
齢
者
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
た
め
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
グ
リ
ー
ン
ホ
ー

ム
落
合
」の
新
築
建
替
や
、
認
知
症
対

応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
所「
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
と
ど
ろ
き
」の
新
築
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

⒈  

集
落
営
農
ビ
ジ
ョ
ン
の
見
直
し
に
よ
る
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

⒉ 

農
業
者
の
所
得
増
大
と
農
業
生
産
の
拡
大

⒊ 

新
た
な
販
売
体
制
の
構
築

⒋ 

地
産
地
消

⒌ 

利
用
施
設
の
効
率
化
と
採
算
性
の
改
善

⒍ 

営
農
指
導
体
制
の
構
築

⒎  

生
産
資
材
コ
ス
ト
の
低
減
と
農
業
生
産
の

省
力
化
・
効
率
化

⒈  

く
ら
し
の
活
動
を
通
じ
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
性
化

⒉  

総
合
事
業
を
通
じ
た
生
活
イ
ン
フ
ラ
機
能

の
発
揮

⒈  

結
び
つ
き
強
化
に
よ
る
協
同
活
動
の
活
性
化

⒉ 

財
務
基
盤
強
化
と
経
営
健
全
化

農
業
者
の
所
得
増
大
、

農
業
生
産
の
拡
大

地
域
の
活
性
化
、

協
同
活
動
の
活
性
化

結
び
つ
き
強
化
、

経
営
基
盤
強
化

農業

くらし

経営
組織

取り組みの成果
～自己資本比率14.09％～

自己資本比率

　経常利益は9億83百万円、
計画対比113.9％、当期剰余
金は7億59百万円、計画対
比138.8％の実績となりました。
自己資本比率は14.09％となり
ました。
　農業・農政の先行きが不透
明な状況の中、組合員各位の
ご理解により、こうした成果を
上げることができました。

� 26年度� 27年度� 28年度

� 14.73
� � 14.12� 14.09

%
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平成２０年～二子さといも
生産組合副組合長／平
成２３年～二子さといも生
産組合組合長、北上地
域野菜部会さといも専門
部長、北上地域野菜部
会副部会長を２期６年

平成７年～西和賀花卉振興
協議会代表／平成10年～
27年西和賀花卉生産組合
長／平成18年～２３年全農
いわて大型花卉経営者協議
会長／平成19年～ＮＰＯ法
人西和賀農業振興センター
副理事長
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